











THE SPACE FORMATION AND DESIGN ARCHITECTURAL METHOD OF GINZA





 I focus on recent years in urban space in Ginza history laminates, a measurement investigation 
and about 20 years before, a picture, and, a facade is analyzed. A presence of the element, the 
common characteristic and the law of which urban space in Ginza has been composed is being 
spent analyzing a street by a continuous elevation surface.









　2013 ～ 2015 年の街区と路地の立面を、野帳をとり実測調査を行った。



































































































た。政府主体となったまちづくりが、ウォートルスという建築家 ( 正確にはサーヴェイヤーであるが )
として銀座の繁栄の礎となる、銀座煉瓦街をつくりあげた。のちのコンドルが評価したように建築的に
はクオリティの高いものとは決して言えないが、従来の都市構造が守られた計画であり、その大らかさ
ゆえに異質な塔の出現なども受容できたのではないだろうか。
　ウォートルスが築き上げたジョージアン様式に、明治に活躍した辰野金吾や曾禰達蔵ら建築家たちに
よって装飾的なアール・ヌーヴォーや本格的なヨーロッパの建築様式が塗り重ねられていったのであっ
た。
 
３－３　流行の特性とストリート景観にみられる特徴の関係性
　座は流行の最先端をいく街であることは、これまで述べてきた歴史文化のなかでも明らかである。か
つての商業地として外国からの玄関口であるこの街には、現在でも新しいものが次々と流入している。
　近年のラグジュアリーブランドの進出によって、銀座の老舗と海外の一流ブランドが肩を並べるよう
になっていった。本来、ブランドショップの建築ファサードは、そのブランドの世界観を描くものが多
かったが、近年の銀座には日本あるいは銀座を意識した意匠が増えていった。
　そしてもう一つ、近年の傾向で外すことのできない外国人観光客の増加である。外国人観光客をター
ゲットとした大規模な開発が、銀座六丁目の街区で行われてる。『銀座六丁目１０地区第一種市街地再
開発事業』は松坂屋の跡地と隣接する街区にわたるもので、銀座最大級の大規模複合施設が計画されて
いる。
結章　銀座における建築・都市のデザインについての考察
　銀座がほかの商業都市と大きく異なるのは、オーバースケールの整然とした街区の中にヒューマンス
ケールの雑然とした空間がうまく共存している点である。世界のトップクラスの商業都市をみても、ど
れも街路構成は整然としていて、雑然とした商店街とは一線を画していて、それが風格となっているの
である。つまり風格がありながら、下町の面影を残す銀座の街は恣意的ではなく、人為的かつ計画的に
形成されていったということを明らかにしている。その整然を生み出す通りにはそれぞれ性格があり、
ストーリー性をもつ。それがにぎわいによってつながりをもたせているのだということがわかった。　
　銀座らしさを特徴づけているのは、通りと建築にみられるスケールのコントラストであると考える。
銀座の通りを歩くときに、開口や道幅のスケールのへんかによって、建築のリズムの変化を感じること
ができる。現在の銀座において、部分的に肥大化したとしても、連続性のある通りスケールの小さいも
のが共存するからこそ、にぎわいやストーリー性は失われないのである。
　反対に、規模の縮小の変化が生まれたとしても、都市構造、通りの空間構造がフレキシブルであるた
め、銀座らしさとして取り込まれていくのである。ふつうなら起こりえないことも、銀座の場合は受容
して独自の表現としてしまうのである。とくにフレキシブルさを持つのは路地なのである。
　通りや建築の均質化がなされると、たちまち銀座らしさが失われてしまう。徐々に肥大化する建築対
して、スケールの小さいフレキシブルさをもつ路地の構造の理解を求めてくべきなのである。路地が建
築に取り込まれていくケースが増えつつあるが、本来の銀座の路地には特性があり、それを踏まえたも
のでなくては単なる通り道に過ぎないものとなっていまうのである。
　これから先、銀座の建築や都市のデザインを考えていく上で、この研究分析によって明らかになった
いくつもの銀座らしさの理解は欠かせないものであると私は考える。銀座における通りと建築の関係か
ら生み出されるストリート性は、建築無くして成り立つものではないのだから、建築家が銀座の建築を
手掛ける際、このストリート性に目を向けられるようになれば、継承されてきたものが失われずにすん
だり、新たな銀座らしさがうまれるかもしれない。そうした理解をより身近にするためにも、まちづく
りとしてデザインを考える、というだけでなく、理解を求めるベースづくりも必要なのではないだろう
か。
